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近年、重力崩壊型超新星の爆発メカニズムの中でも「ニュートリノ加熱メカニズム」が注目され、様々な研究が
進められている。ニュートリノ輻射輸送計算はコストが高く、多くの研究ではニュートリノ輻射輸送に対し近似
手法を用いたコードが利用されている。本研究では、ニュートリノ輻射輸送方程式を近似なしで解くことを目指
し、ボルツマン方程式と流体の方程式を同時に解くコードの開発を進めてきた。その計算結果を利用して、ニュー
トリノ輻射輸送に関する様々な近似手法の検証を行い、適用範囲を明らかにするとともに、得られた結果を詳細
に解析してニュートリノ輻射輸送の物理的性質を調べることを目的としている。本講演では、ボルツマンハイド
ロコードを使ってこれまでに得られた結果について報告する。


